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【はじめに】界面活性剤からなる紐状ミセルは、

Fig.1 に示すように、塩の添加により自在に鎖長がか
わるだけでなく、紐の切断、再結合が可能なファント

ム鎖であるため、レオロジー的にも特徴ある挙動を示

すため数多くの研究がなされてきている(1)。我々は流

動場での中性子小角散乱 Rheo-SANS により、カチオ
ン性界面活性剤セチルトリメチルアンモニウムブロ

マイド(CTAB)と p-トルエンスルホン酸ナトリウム
(NapTS)の水溶液からなる紐状ミセルの構造を(1)界面活性剤濃度、塩濃度の関数として紐状ミ
セルの構造を系統的に調べ、(2)せん断場における構造とレオロジー挙動の関係を詳細に調査
した。 
【結果と考察】Rheo-SANS により CTAB 濃度、CD、および塩濃度 CSとの比 CS/ CDの関数

で系統的に調べた。その結果、低 CTAB濃度では、CS/ CDの増大につれ球状ミセルから有限

鎖長紐状ミセルを経て、無限長紐状ミセルへと転移した。Fig.2は CD = 5mM、CS/ CD = 0.7の

場合の Rheo-SANS 結果である。r、t はそれぞれ radial および tangential 方向での SANS パタ
ーンを示す。せん断速度 γ

．

の増大につれて粘度が一

旦、上昇したのち低下する

様子がわかる。そして、こ

の増粘挙動は、等方系から

配向系への構造転移を伴

っていることがわかる。詳

しい解析の結果、半径 R ≈  
23 Åの球、もしくは短い棒
状ミセルが、せん断により

アスペクト比の大きい紐

を経て、無限長紐へと転移

し、増粘現象が見られるこ

とがわかった(2)。 
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Fig.1 Model of sphere to rodlike micelle 

transition. 

Fig.2 Rheo-SANS for CTAB/NapTS (CD = 5mM, CS/ CD=0.7). 
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